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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年11月26日(2009.11.26)

【公表番号】特表2009-521183(P2009-521183A)
【公表日】平成21年5月28日(2009.5.28)
【年通号数】公開・登録公報2009-021
【出願番号】特願2008-547084(P2008-547084)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｈ  20/28    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月7日(2009.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ノーマルデータストリーム及び付加データストリームを含む伝送ストリームが受信され
ると、前記付加データストリームを復調する復調部と、
　前記伝送ストリームに対して等化を行う等化部と、を含み、
　前記ノーマルデータストリームは第１圧縮方式によって圧縮処理されたものであり、付
加データストリームは第２圧縮方式によって圧縮処理されたものであることを特徴とする
デジタル放送受信機。
【請求項２】
　前記伝送ストリームのうち前記ノーマルデータストリームを処理して前記ノーマルデー
タストリームを復元する第１処理部と、
　前記伝送ストリームのうち前記付加データストリームを処理して前記付加データストリ
ームを復元する第２処理部と、
　を更に含むことを特徴とする請求項１に記載のデジタル放送受信機。
【請求項３】
　前記第１処理部は、
　前記伝送ストリームのうち前記ノーマルデータストリームに対してエラー訂正デコーデ
ィングを行うビタビデコーダ
　を含むことを特徴とする請求項２に記載のデジタル放送受信機。
【請求項４】
　前記第２処理部は、
　前記伝送ストリームのうち前記付加データストリームに対してエラー訂正デコーディン
グを行うターボデコーダ
　を含むことを特徴とする請求項２に記載のデジタル放送受信機。
【請求項５】
　前記第１処理部は、
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　前記エラー訂正デコーディングされたノーマルデータストリームをデインターリービン
グする第１デインターリーバと、
　前記デインターリービングされたノーマルデータストリームをリードソロモンデコーデ
ィングするＲＳデコーダと、
　前記リードソロモンデコーディングされたノーマルデータストリームを逆ランダム化し
て前記ノーマルデータストリームを復元する第１逆ランダム化部と、
　を更に含むことを特徴とする請求項３に記載のデジタル放送受信機。
【請求項６】
　前記ターボデコーダは、前記エラー訂正デコーディングされた付加データストリームを
伝送ストリームに挿入して前記伝送ストリームを再構成し、
　前記第２処理部は、
　前記再構成された伝送ストリームをデインターリービングする第２デインターリーバと
、
　前記デインターリービングされた伝送ストリームに存在するパリティを除去するパリテ
ィ除去部と、
　前記パリティの除去された伝送ストリームを逆ランダム化する第２逆ランダム化部と、
を更に含むことを特徴とする請求項４に記載のデジタル放送受信機。
【請求項７】
　前記ノーマルデータストリーム及び前記付加データストリームは、互いに異なる圧縮方
式によって圧縮処理されたものであることを特徴とする請求項１に記載のデジタル放送受
信機。
【請求項８】
　前記第１圧縮方式は、ＭＰＥＧ－２（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ
　Ｇｒｏｕｐ－２）、Ｈ.２６４、及びＭＰＥＧ－４のうち少なくとも一つであることを
特徴とする請求項１に記載のデジタル放送受信機。
【請求項９】
　前記第２圧縮方式は、ＭＰＥＧ－２（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ
　Ｇｒｏｕｐ－２）、Ｈ.２６４、及びＭＰＥＧ－４のうち少なくとも一つであることを
特徴とする請求項１に記載のデジタル放送受信機。
【請求項１０】
　デジタル放送受信機のストリーム処理方法において、
　ノーマルデータストリーム及び付加データストリームを含む伝送ストリームを受信する
ステップと、
　前記伝送ストリームに含まれた前記付加データストリームを復調するステップと、
　前記伝送ストリームに対して等化を行うステップと、を含み、
　前記ノーマルデータストリームは第１圧縮方式によって圧縮処理されたものであり、付
加データストリームは第２圧縮方式によって圧縮処理されたものであることを特徴とする
ストリーム処理方法。
【請求項１１】
　前記伝送ストリームのうち前記ノーマルデータストリームを処理して前記ノーマルデー
タストリームを復元するステップと、
　前記伝送ストリームのうち前記付加データストリームを処理して前記付加データストリ
ームを復元するステップと、
　を更に含むことを特徴とする請求項１０に記載のストリーム処理方法。
【請求項１２】
　前記ノーマルデータストリームを処理するステップは、
　前記伝送ストリームのうち前記ノーマルデータストリームに対してエラー訂正デコーデ
ィングを行うステップ
　を含むことを特徴とする請求項１１に記載のストリーム処理方法。
【請求項１３】



(3) JP 2009-521183 A5 2009.11.26

　前記付加データストリームを処理するステップは、
　前記伝送ストリームのうち前記付加データストリームに対してエラー訂正デコーディン
グを行うステップ
　を含むことを特徴とする請求項１１に記載のストリーム処理方法。
【請求項１４】
　前記ノーマルデータストリームを処理するステップは、
　前記エラー訂正デコーディングされたノーマルデータストリームをデインターリービン
グするステップと、
　前記デインターリービングされたノーマルデータストリームをリードソロモンデコーデ
ィングするステップと、
　前記リードソロモンデコーディングされたノーマルデータストリームを逆ランダム化し
て前記ノーマルデータストリームを復元するステップと、
　を更に含むことを特徴とする請求項１２に記載のストリーム処理方法。
【請求項１５】
　前記付加データストリームを処理するステップは、
　前記エラー訂正デコーディングされた付加データストリームを前記伝送ストリームに挿
入して前記伝送ストリームを再構成するステップと、
　前記再構成された伝送ストリームをデインターリービングするステップと、
　前記デインターリービングされた伝送ストリームに存在するパリティを除去するステッ
プと、
　前記パリティの除去された伝送ストリームを逆ランダム化するステップと、
　を更に含むことを特徴とする請求項１３に記載のストリーム処理方法。
【請求項１６】
　前記ノーマルデータストリーム及び前記付加データストリームは、互いに異なる圧縮方
式によって圧縮処理されたものであることを特徴とする請求項１０に記載のストリーム処
理方法。
【請求項１７】
　前記第１圧縮方式は、ＭＰＥＧ－２（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ
　Ｇｒｏｕｐ－２）、Ｈ.２６４、及びＭＰＥＧ－４のうち少なくとも一つであることを
特徴とする請求項１０に記載のストリーム処理方法。
【請求項１８】
　前記第２圧縮方式は、ＭＰＥＧ－２（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ
　Ｇｒｏｕｐ－２）、Ｈ.２６４、及びＭＰＥＧ－４のうち少なくとも一つであることを
特徴とする請求項１０に記載のストリーム処理方法。
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